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スタート 

設計金額（税込）が 
５０万円以上か 

【判定Ⅰ】 

 「入札書比較価格〔予定価格（税抜）〕」を超える価

格による入札をした者、及び「入札書比較価格の

30％」未満の価格による入札をした者を、算定対象

から除外する。 

【判定Ⅱ】 

 判定Ⅰで算定対象とした入札者について、 
「算定対象入札価格の平均価格＋（標準偏差×1.5）」 

（小数点以下切り捨て）を超える価格による入札をした者、及び 
「算定対象入札価格の平均価格－（標準偏差×1.5）」 
（小数点以下切り捨て）未満の価格による入札をした者を、算定対象か
ら除外する。 

算定対象入札者が 
５者以上か 

失格基準価格 ＝ 最低制限価格（※２） 

「失格基準価格」 

算定対象外 
 

（現行の）最低制限価格を適用 
 

☆「佐久市建設工事等の入札における 
 最低制限価格制度実施要綱」による 

【佐久市】建設コンサルタント等業務の「失格基準価格」算定のフロー（イメージ図） 

         ：Yes 
 

       ：No 

Yes 

No 

対象業種（※１）に 
該当するか 

【判定Ⅲ】 
 最低制限価格（※２）未満の者を、算定対象から除外する。 

 ※１ 
   測量業務 
   測量設計業務 

 ※２ 

   上限を入札書比較 
   価格の75％、下限を 

   60％とし、千円未満 
   を切り捨てとする。 

「失格基準価格」 
算定対象外 

Yes 

No 

No 

Yes 

 判定Ⅰで算定対象とした入札者の入札価格から、
「平均価格」（小数点以下切り捨て）と「標準偏差」
（小数点以下切り捨て）を算出する。 

 算定対象入札者の入札価格の平均価格を、失格基準算定基礎額とする。 
 

 失格基準算定基礎額（千円未満切り捨て） 

＝ （算定対象入札者の）入札価格合計 ÷ 入札者数 
 

※ ただし、算出した失格基準算定基礎額が「入札書比較価格の75％」を超える 

  場合は、75％相当額（千円未満切り捨て）を失格基準算定基礎額とする。 

失格基準価格 ＝ （上記で計算された）失格基準算定基礎額 


